
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

見附駅周辺地区

令和２年３月

新潟県見附市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 ● あり ●

見込み なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

63.0

1年以内の
達成見込み

○

8

見込み・確定
の別

10 △軒 0

1年以内の
達成見込み

計測時期

R2年3月

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１
柳橋住宅地内新規着
工建築物数

○
（9軒である
が、14区画販
売済みである
こと、2世帯住
宅が1軒ある
ことから達成
とした）

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

10区画9軒
（内1軒は2区
画を合わせて
建築した2世
帯住宅）

総合所見

特色のある住環境を整備したことに
より定住の促進が図られた。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４

指標２
市民アンケートの満足
度

％ 62.0
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

各施設の整備により、市民アンケー
トの満足度を上げることができた。

63.6

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標５

指　標 従前値

事後評価

見込み・確定の別

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

指標３

その他の
数値指標１

総合所見

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

具体的内容

特になし

実施時期

第２期見附駅周辺地区の事業をＲ１から実施している。

今後の課題　その他特記事項

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・見附駅周辺つかう会議（市民、地元企業関係者、高校生、大学
生が参加）を実施し、駅を使う人の立場から賑わいや交流につ
いて考えた。

実施した結果

・ウエルネスタウンや見附市の魅力を市内外の来
場者に伝えることができた。
・ウエルネスタウンのHPへのアクセス数が倍増し
た。

・ウエルネスタウンの販売促進活動（モデルハウス現地見学会・
説明会）
・リスティング広告による周知

実施した具体的な内容

見附駅前の利便性の向上と賑わいの創出

・会議の中で出たアイディアを実現に向け検証する
社会実験を４回開催することができ、賑わいが創出
できることを確認できた。

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

柳橋住宅団地（ウエルネスタウン）や見附市の魅力を
伝える

事後評価シート　添付様式5－③から転記


